
第２学年２組 学級活動指導案 

 

１．日時・場所  平成２６年１２月１０日（水） ５校時 ２年２組教室 

 

２．議題 「２－２ なかよし ぜん力おにごっこ集会をしよう」 

 

３．議題について 

（１）児童の実態〈男子１７名、女子１２名、合計２９名〉 

学級会を楽しみにしている子が多い。ふり返りの場での発言や、感想の記述からは、自分ががんばっ

たことや、友だちのがんばりを認める発言の他に、色々な考えを出し合うことのよさや、みんなで決め

たことを喜ぶ姿も見られた。 

４月に、１年後にはどんなクラスにしたいかを、子どもたちと話し合った。けんかやトラブルのない

クラス、勉強も運動もいっしょうけんめいにやるクラス、みんなで協力してできるクラスという意見が

挙がり、「やさしい子 がんばる子」という学級目標に決めた。 

１０月に、次回の学級会の議題を選定した時に、「後期がんばろう集会」と「お楽しみ会」のどちらに

しようか子どもたちと話し合った。その時に、「１０月にしかできないお楽しみ会をやりたい。」「後期

がんばろう集会は、後期が始まった今、やった方がいい。」という意見があった。また、「どれだけがん

ばったかを確認するために、１２月にも後期がんばろう集会をやったらいい。」という意見も出た。結

果、「後期がんばろう集会」を先に行い、「お楽しみ会」は１０月下旬に行う。そして１２月に、「自分

たちがさらにがんばれる集会をしよう」という計画ができた。 

１０月の「お楽しみ会をしよう」のゲームを決める学級会では、ジャンケン列車に賛成する子が多い

中で、「迷路」を強く推す子がいた。「自分は、ジャンケンが弱いから負けるのが嫌」「負けたらするこ

とがないから反対。」という思いを受け入れて、「列が４人になったら分かれて、もう一度できる」「ジ

ャンケンはしないで、握手だけする。」という、その子に歩み寄る意見があがり、そしてまとまった。

集団決定した中で、友だちの思いを大切にしようとする姿が見られてきている。 

また、学級目標の「がんばる子」の具体的な姿として、「恥ずかしがらずに仮装する」「全員で照れず

に踊る」ことを提案者が語った。学級会で仮装をすることに決まり、帽子やメガネなどの衣装を作って

準備した。全員でダンスを踊るなど、決めたことを全員で分担し、実現する姿があった。練習の時には

照れていた子が、本番では手を伸ばしてダンスの決めポーズをしていたことや、ジャンケン列車に反対

していた子が、楽しそうに集会に参加したことを認める感想があった。友だちのよさに気付き、伝える

ことで学級のよさにつなげる姿だと考える。 

後期になり、休み時間に男女が一緒に遊ぶ場面が増えてきている。仲のよい特定の子とだけでなく、

「みんなでいっしょに遊びたい。」「仲よく過ごしたい。」という思いが出てきているが、約束事を守ら

ないことや、約束事がはっきり決まっていないことで、もめごとが起こることがある。 

 

 

 

（２）議題選定の理由 

後期に入って、休み時間に男女が交ざって鬼ごっこで遊ぶ姿が見られる。しかし、鬼の決め方がはっ

学級目標    やさしい子 

 がんばる子 



きりしていないことや、約束事を守らないこと、約束事を勝手に変えてしまうことで、問題が起きてい

る。子どもたちには、「もっと仲よく遊びたい。」「みんなと仲良くなって、男の子と女の子で遊べるよ

うになりたい。」という思いがある。 

提案者は、今回の学級会を通して、クラスみんなで遊び、男女がもっと仲よくなることを願っている。

そして、「クラスみんなで、残り３ヶ月を全力で取り組みたい。」という思いがある。 

 

４．評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

学級の身の回りの問題に関心を

もち、他の児童と協力して進ん

で集団活動に取り組もうとして

いる。 

学級生活を楽しくするために話

し合い、自己の役割や集団として

のよりよい方法などについて考

え、判断し、仲良く助け合って実

践している。 

みんなで学級生活を楽しくする

ことの大切さや、学級集団とし

ての意見をまとめる話合い活動

の基本的な進め方などについて

理解している。 

 

５．テーマとのかかわり 

テーマ：  夢や希望をもち、よりよい人間関係を築く特別活動 

サブテーマ：       自分もよく、みんなもよい 

～聞き合い、折り合い、分かち合い～ 

 

 

 

 

 

 

教師の思い 

今回は、「男女がもっと仲良くなる鬼ごっこ」の約束事を考えていく。今までに起きた問題をきっか

けとして挙がった議題ではあるが、できなかったことが話合いの中心となるのではなく、「どのように

すれば仲よく遊べるのか」を建設的に話し合って解決し、よりよいクラスを作っていく経験を積み重ね

たい。そのために、提案者にとっての「仲良くする」というイメージを、子どもたち同士が共有できる

ように具体的に伝えたい。そこで、４月からの生活の場面をふり返ることを通して、「手をつなぐ」「ハ

イタッチをする」「あいさつをする」「文句を言わない」などの言葉で共通理解できるように支援してい

く。また、集会活動を通して、友だちのがんばっている姿や、友だちにやさしくする姿に気付けるよう、

めあてを丁寧に確認する。そして、感想を伝え合う時間では、話し合って決めたことを、全員で実現で

きたすばらしさや、友だちのよさをクラス全員で認める場面を作り、価値付けていく。そして「問題が

起きても、自分たちで解決できた。」という経験を積み重ねていきたい。 

 

低学年の目指す子ども像： 

自分の気持ちを伝えたり、友だちの考えをよく聞いたりして、仲良く活動できる子 



テーマに迫るための手立て 

【事前の活動】 

○集めた意見の共通理解 

柱１「どのような鬼ごっこにするか」については、事前に集約した意見を短冊に書き、学級会コーナ

ーに掲示する。具体的な意見をもって話合いに臨めるように、特活タイムなどを使い、遊びの概要やル

ールについて、事前にイメージを共有する時間を設ける。 

○司会グループへの支援 

 話合いのイメージをもつために教師と司会グループで話し合い、司会カードや司会台本を使って話合

いの練習をする。 

○学級会カードの活用 

司会グループが見通しをもって話合いを進められるように、進行計画と板書計画を合わせた「学級会

カード」を使う。 

 

【話合い活動】 

○自分の考えを伝える 

自分の考えを相手に伝えるために、例を出して説明する、可能な範囲で実際にやってみる、他の子が

補足するなど、言葉だけでなく様々な方法で理解を深める。 

○話合いの可視化 

黒板に話合いの道筋がわかるように、「あつめる」「くらべる」などの短冊を貼る。黒板を見れば、今、

何について話しているかが分かるマークや、時間を意識した話合いができるような時計マークを使う。

賛成・反対マークの色を変え、心配意見を解決したら反対マークを下げ、意見を変える場合には賛成マ

ークを移動することで、意見の動きを可視化する。意見を書いた短冊を最後まで残し、話合いをふり返

りやすくする。 

○話合いのめあてに沿った教師の助言 

 話合いがめあてや提案理由からそれた時は、めあてを確認するように助言する。出された意見が全体

で共有できていないときは、意見を出した子に説明するように促し、必要に応じて教師が補足する。 

 

【事後の活動】 

○集団決定を実践（集会活動）へ 

学級目標や提案理由を意識し、めあてをもって活動できるように、決まったことを教室に掲示する。 

○分かち合いの場 

集会中は、学級会で決めたルールを守ったり、みんなで仲良く遊べるようにふるまったりする姿を積

極的に認める。また、ふり返りの場面では、提案者の思いに触れ、実現してきたことや、友だちのよさ

に気付いた発言、準備中の頑張っていた姿を賞賛する。 



６．活動の実際 

（１）事前の活動 

活動の場 活動内容 評価（☆）と支援（○） 

１２月２日（火） 

特活タイム 

中休み 

計画委員会で、議題の選定をし、学

級会のめあてや役割分担の計画を立

てる。 

○議題の内容を確認し、学級会に向けて統一

したイメージをもてるようにする。 

○役割を確認し合い、学級会の進め方が理解

できるようにする。 

☆学級会に向けて進んで準備をしている。 

（集団活動や生活への関心・意欲・態度） 

 

１２月５日（金） 

特活タイム 

クラスに議題と提案理由、学級会の

柱を伝える。 

議題に対するアンケートをとり、記

入後集める。 

○話合いの柱を確認し、学級会へのイメージ

をもちやすくする。 

○一人一人が自分の考えをもてるようにす

るために、 

☆学級会のめあてと意見を考えている。 

（集団活動や生活への関心・意欲・態度） 

 

１２月５日（金） 

中休み 

アンケートの集約をする。 ○提案理由やめあてに沿った意見かどうか

確認する。 

○意見を分類整理し、話合いの始めの流れを

確認する。 

 

１２月９日（火） 

放課後 

計画委員会で学級会のながれを話し

合う。 

役割分担に従ってシミュレーション

を行う。 

○流れを確かめられるように学級会の場面

を一緒にイメージしていく。 

☆担任とともに学級会の進め方を考えてい

る。 

（集団の一員としての思考・判断・実践） 

 

 



（２）本時の活動 

①ねらい    お互いのことを考えながら、もっと仲良くなれる鬼ごっこを考えることができる。 

②本時の視点  折り合い、分かち合いの姿は見られたか。 

③児童の活動計画 別紙 

④教師の指導計画 

児童の活動 評価（☆）と支援（○） 

１．はじめの言葉 

２．司会グループの紹介 

３．議題、提案理由、話合いのめあての確認 

議題：「２－２ なかよし ぜん力おにごっこし

ゅう会をしよう」 

 

提案理由：いつもの鬼ごっことは違う、２年２組

オリジナルの鬼ごっこを考えて、男子と女子がも

っと仲良くなれば、学級目標に近づけると思いま

した。 

 

めあて：もっと仲良くなれる、オリジナル鬼ごっ

こを考えよう。 

 

４．決まっていることの確認 

１２月１７日（水）３時間目 

校庭 

個人名は出さない。 

 

５．話合い 

柱１ どのような おにごっこを するか 

①（事前に出された）意見を黒板に貼る 

②意見を比べる 

比べながら賛成、反対の意見を言う 

③意見をまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安心して会が進められるように、進行内容を事

前に確認しておく。 

○見通しをもって話合いを進められるように司

会原稿を用意する。 

☆司会グループとしての自分の役割を果たして

いる。（集団活動や生活への関心・意欲・態度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○司会が話合いの進め方などでつまずいている

時には、みんなに問いかけたり、助言したりする。 

☆友だちの意見を認めたり、うなずいて聞いたり

している。 

（集団の一員としての思考・判断・実践） 

 

○話し合っている内容がそれてきた時には、めあ

てや提案理由を意識して話し合ったり、決定でき

たりするように全員に助言する。 

・何について話しているか分からなくなっている

時 

・少数派の意見が大切にされていない時 

・決まったことの心配意見が出て、解決案が出て

いない時 

・反対意見ばかりが出ている時 

 

プログラム 

じゅんび 

① はじめの言ば 

② ルールせつめい 

③         

④ かんそう 

⑤ 先生のお話 

⑥ おわりの言ば 

きまっていること 

≪日時≫ 

１２月１７日（水） 

３時間目 

≪ばしょ≫ 

校庭 

≪そのた≫ 

名前は出さない 

 



 

 

 

６．決まったことの確認 

７．ふり返りタイム 

 

 

 

 

 

 

８．先生の話 

 

 

 

 

 

９．終わりの言葉 

○イメージを共有するために、話合いの途中で

も、実際にやってみることでイメージを共有する

ように促す。 

 

○今日の話合いのよかったところ、実践へ向けて

の意欲など、自分の思いをふり返りカードに記入

できるように促す。 

☆クラスで一つの活動を決めることの大切さに

ついて理解している。 

（集団活動や生活についての知識・理解） 

 

○司会グループのがんばっていた点、つながりの

ある発言、めあてを達成するための意見などを中

心に賞賛し、子どもたちの発言に価値付けをす

る。 

○クラス全体で決められたことを褒め、実践への

意欲付けを行う。 

 

 

 

（３）事後の活動 

活動の場 活動内容 評価（☆）と支援（○） 

朝の会 

休み時間 

帰りの会 

給食中 

特活タイム 

学級会で決まったことを準備してい

く。 

○決まった計画を教室に掲示し、本番に

向けて取り組めるようにする。 

☆学級の一員として自己の役割を自覚

し、実践している。 

（集団の一員としての思考・判断・実践） 

 

１ ２ 月 １ ７ 日

（水） 

３時間目 

「２－２ なかよし ぜん力おにごっ

こしゅう会をしよう」 

○集会中は、仲良く活動している子を賞

賛する。 

○ふり返りの場では、友だちのよいとこ

ろを認められるようにする。 

○先生の話では、今後の活動につながる

ような発言を認め、 

☆活動の目的を考え、友だちと協力し責

任をもって準備と実践をしている。 

（集団の一員としての思考・判断・実践） 

 

 


